
 明日香村建設工事成績評定要領                        

 
（目的） 

第１条 この要領は、明日香村検査要綱（平成 19年 10 月 1日制定。以下「要綱」という。）第 12

条に規定する建設工事成績評定（以下「評定」という。）に関し必要な事項を定め、厳正かつ的

確な評定を実施し、もって請負業者の適正な選定及び指導育成に資することを目的とする。 

（評定の対象） 

第２条 評定は、原則として契約を締結した全ての建設工事について行うものとする。ただし、緊

急やむを得ない事由等による建設工事で、村長が必要でないと認めたものについては、評定を省

略することができる。 

（評定の内容） 

第３条 評定は、建設工事の施工状況、目的物の品質等を評価するものとする。 

（評定者） 

第４条 評定を行う者（以下「評定者」という。）は、当該建設工事を所管する課の課長（以下「総

括監督員」という。）、当該建設工事を担当する者（以下「監督員」という。）及び要綱第 7 条の

規定により検査を命じられた検査員とする。 

（評定の方法） 

第５条 評定は、建設工事の監督又は検査により確認した事項について、建設工事ごとに的確かつ

公正に行うものとする。 

２ 評定は、建設工事成績評定表（様式第 1 号。以下「評定表」という。）により行い、評定結果

を記録するものとする。 

３ 監督員は、検査が実施されるまでに、検査員以外の評定を取りまとめのうえ、検査員に提出す

るものとし、検査員はこの評定に自己の評定を加えて評定点の合計を算出するものとする。 

（評定の時期） 

第６条 総括監督員及び監督員は工事が完成したときに、検査員は検査を実施したときに、それぞ

れ評定を行うものとする。 

２ 検査の結果、当該建設工事に手直し等が生じたときは、手直し等を実施する前に評定を行うも

のとし、手直し等を実施した後の再評定は行わないものとする。 

（評定結果の通知） 

第７条 村長は、当該評定の結果を、速やかに建設工事成績評定結果通知書（様式第2号）により、

当該建設工事の請負者に通知するものとする。 

（評定の修正） 

第８条 村長は、前条の通知をした後、当該評定を修正する必要があると認められるときは、修正

しなければならない。 

２ 前条の規定は、前項の規定による評定の修正について準用する。 

（説明請求等） 

第９条 前 2条の規定による通知を受けた請負者は、通知を受けた日の翌日から起算して7日以内

（休日を含まない。）に、村長に対して書面により評定の内容について説明を求めることができ

る。 

２ 村長は、前項の規定による説明を求められたときは、速やかに建設工事成績評定に係る説明書

（様式第3号。以下「説明書」という。）により、請負者に回答するものとする。 

（再説明請求等） 

第 10 条 前条第 2 項の回答を受けた請負者で当該回答に不服のある者は、回答を受けた日の翌日

から起算して 7 日以内（休日を含まない。）に、書面により評定の内容について再説明を求める

ことができる。 

２ 村長は、前項の規定による再説明を求められたときは、明日香村建設工事等の入札及び契約に

関する調査委員会の審議を経た後に、説明書により請負者に回答するものとする。 

（評定結果等の閲覧） 

第 11条 評定表は、当該建設工事を所管する課において、閲覧に供するものとする。 

２ 前項による閲覧の期間は、検査日の属する年度及びその翌年度末までとする。 
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附 則 

この要領は、平成3年 7月 1日から施行する。 

附 則 

この要領は、平成21年 4月 1日から施行する。 
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監督員「施工プロセス」チェックリスト【監督員】

ｂ 施工体制が適切である。（ﾁｪｯｸﾘｽﾄの評価値が80％以上）

ｃ 他の事項に該当しない。（ﾁｪｯｸﾘｽﾄの評価値が60％以上80％未満）

ｄ 施工体制が不備である。（ﾁｪｯｸﾘｽﾄの評価値が60％未満）

ｄ 施工体制が不備であり、監督員から口頭による改善指示等を２回を行った。

ｅ 施工体制が不備であり、監督員から文書による改善指示等を行った。

施工プロセスのチェックリスト（不用欄は斜線消去）

細　　　別
番
号

評
価

備　　　　　考

1-1

1-2

1-3

1-4

1-5

1-6

1-7

1-8

1-9

1-10

1-11

　 ①「施工ﾌﾟﾛｾｽ」ﾁｪｯｸﾘｽﾄは、共通仕様書、契約書等に基づき、施工に必要なﾌﾟﾛｾｽが適切に施行されているかを監督員等が確認する。

　 ② ﾁｪｯｸ欄では、書類もしくは現場等で確認した内容がＯＫであれば□にﾚﾏーｸを記入し、ＯＫでなければ、備考欄に指示事項や是正状況等を記入する。

対象評価項目数 削除項目のある場合は削除後の評価対象項目数を母数とする。

評　　　価　　　数 評価値（　　　　％）＝（　　　）評価数／（　　）評価対象項目数（小数点第１位四捨五入）

評　　　価　　　値 なお、削除後の評価対象項目数が２項目以下の場合はＣ評価以下とする

・労災保険関係の標識が、公衆の見やすい場所に掲げられた。

評　価　対　象　項　目

・工事の規模、状況に応じた人員、機械配置及び資機材手配等が行われ、施工に支障をきたさなかった。

・現場の作業員、下請負人の施工能力は適切であった。

・産業廃棄物の処理に係るマニフェストの枚数及び記載内容が、確認しやすく整理されていた。

・建設業許可票の看板が、公衆の見やすい場所に掲げられた。

・工事の請負に関する書類が、定められた期日までに提出された。

Ⅰ施工体制一般

・工事の請負に関する書類の内容は、必要な項目が的確に記載されていた。

・施工体制図が、工事関係者及び公衆の見やすい場所に掲げられた。(特定建設業者が受注した工事で、下請契約の総額が税込3,000万円（建築工事の場合は4,500万円）以上の場合）

・現場の施工体制が、施工体制図と整合していた。(特定建設業者が受注した工事で、下請契約の総額が税込3,000万円（建築工事の場合は4,500万円）以上の場合）

・建設業退職金共済制度の掛金収納書が、工事の契約締結後１４日以内に監督員に提出された。

・指定された建設機械【低騒音・低振動型及び排出ガス対策型など】を使用した。

1．施工体制
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監督員「施工プロセス」チェックリスト【監督員】

ａ 技術者の配置が適切である。（ﾁｪｯｸﾘｽﾄの評価値が90％以上）

ｂ 技術者の配置がほぼ適切である。（ﾁｪｯｸﾘｽﾄの評価値が80％以上90％未満）

ｃ 他の事項に該当しない。（ﾁｪｯｸﾘｽﾄの評価値が60％以上80％未満）

ｄ 技術者の配置が不備である。（ﾁｪｯｸﾘｽﾄの評価値が60％未満）

ｄ 技術者の配備に不備があり、監督員から口頭による改善指示等を２回行った。

ｅ 技術者の配備に不備があり、監督員から文書による改善指示等を行った。

施工プロセスのチェックリスト（不用欄は斜線消去）

細　　　別
番
号

評
価 備　　　　　考

2-1

2-2

2-3

2-4

2-5

2-6

2-7

2-8

　 ①「施工ﾌﾟﾛｾｽ」ﾁｪｯｸﾘｽﾄは、共通仕様書、契約書等に基づき、施工に必要なﾌﾟﾛｾｽが適切に施行されているかを監督員等が確認する。

　 ② ﾁｪｯｸ欄では、書類もしくは現場等で確認した内容がＯＫであれば□にﾚﾏーｸを記入し、ＯＫでなければ、備考欄に指示事項や是正状況等を記入する。

対象評価項目数 削除項目のある場合は削除後の評価対象項目数を母数とする。

評　　　価　　　数 評価値（　　　　％）＝（　　　）評価数／（　　）評価対象項目数（小数点第１位四捨五入）

評　　　価　　　値 なお、削除後の評価対象項目数が２項目以下の場合はＣ評価以下とする

1．施工体制

Ⅱ配置技術者

・設計図書で定められた技能者や施工管理技術者等の資格等を証明する資料が提出された。

・契約書、設計図書及び関係基準等をよく理解し、現場に反映し工事を行った。

・下請負人の施工体制、施工状況を把握し、的確な指導をしていた。

・監督員に対して、施工状況等の報告を適切に行った。

・現場代理人は、工事現場の管理運営に必要な知識と経験を有する者であった。

・主任技術者及び監理技術者は、建設業法に定める職務を遂行するために必要な知識と経験を有する者であった。

評　価　対　象　項　目

・主任技術者及び監理技術者は、技術的に的確な判断をし、良好な施工を行った。

・現場代理人が現場に常駐していた。

監督員「施工プロセス」チェックリスト【監督員】

ｂ 施工管理が適切である。（ﾁｪｯｸﾘｽﾄの評価値が80％以上）

ｃ 他の事項に該当しない（ﾁｪｯｸﾘｽﾄの評価値が60％以上80％未満）

ｄ 施工管理がやや不備である。（ﾁｪｯｸﾘｽﾄの評価値が60％未満）

ｄ 施工管理が不備であり、監督員から口頭による改善指示等を２回行った。

ｅ 施工管理が不備であり、監督員から文書による改善指示等を行った。

施工プロセスのチェックリスト（不用欄は斜線消去）

細　　　別
番
号

評
価

備　　　　　考

3-1

3-2

3-3

3-4

3-5

3-6

3-7

3-8

3-9

3-10

3-11

3-12

3-13

　 ①「施工ﾌﾟﾛｾｽ」ﾁｪｯｸﾘｽﾄは、共通仕様書、契約書等に基づき、施工に必要なﾌﾟﾛｾｽが適切に施行されているかを監督員等が確認する。

　 ② ﾁｪｯｸ欄では、書類もしくは現場等で確認した内容がＯＫであれば□にﾚﾏーｸを記入し、ＯＫでなければ、備考欄に指示事項や是正状況等を記入する。

対象評価項目数 削除項目のある場合は削除後の評価対象項目数を母数とする。

評　　　価　　　数 評価値（　　　　％）＝（　　　）評価数／（　　）評価対象項目数（小数点第１位四捨五入）

評　　　価　　　値 なお、削除後の評価対象項目数が２項目以下の場合はＣ評価以下とする

２．施工状況

評　価　対　象　項　目

Ⅰ施工管理

・施工計画書は、設計図書及び現場状況を的確に把握したものであった。

・設計図書の照査を行い、監督員の確認を受けて施工を行った。

・設計図書と現場に相違事実がある場合、その事実が確認できる資料を書面により提出して確認を受けた。

・施工計画書の施工方法と現場の施工方法が一致していた。

・設計図書の内容に関して疑義が生じた際など、監督員と協議の上施工がなされた。

・契約締結後14日以内に、施工計画書が提出された。

・現場施工方法の記載内容が具体的な内容になっていた。

・工事材料の資料が整理されており、必要量入っている。。

・構造物の養生は適切であった。

・日常の出来形管理が的確に行われていた。

・日常の品質管理が的確に行われていた。

・工事記録及び写真等が適切に整理されていた。

・現場内での整理整頓が日常的に行われていた。

-36-



監督員「施工プロセス」チェックリスト【監督員】

ａ 工程管理が適切である。（ﾁｪｯｸﾘｽﾄの評価値が90％以上）

ｂ 工程管理がほぼ適切である。（ﾁｪｯｸﾘｽﾄの評価値が80％以上90％未満）

ｃ 他の事項に該当しない。（ﾁｪｯｸﾘｽﾄの評価値が60％以上80％未満）

ｄ 工程管理が不備である。（ﾁｪｯｸﾘｽﾄの評価値が60％未満）

ｄ 工程管理が不備であり、監督員から口頭による改善指示等を２回行った。

ｅ 工程管理が不備であり、監督員から文書による改善指示等を行った。

施工プロセスのチェックリスト（不用欄は斜線消去）

細　　　別
番
号

評
価

備　　　　　考

4-1

4-2

4-3

4-4

4-5

4-6

4-7

4-8

4-9

4-10

　 ①「施工ﾌﾟﾛｾｽ」ﾁｪｯｸﾘｽﾄは、共通仕様書、契約書等に基づき、施工に必要なﾌﾟﾛｾｽが適切に施行されているかを監督員等が確認する。

　 ② ﾁｪｯｸ欄では、書類もしくは現場等で確認した内容がＯＫであれば□にﾚﾏーｸを記入し、ＯＫでなければ、備考欄に指示事項や是正状況等を記入する。

対象評価項目数 削除項目のある場合は削除後の評価対象項目数を母数とする。

評　　　価　　　数 評価値（　　　　％）＝（　　　）評価数／（　　）評価対象項目数（小数点第１位四捨五入）

評　　　価　　　値 なお、削除後の評価対象項目数が２項目以下の場合はＣ評価以下とする

・実施工程表の補足として、月間又は週間工程表を作成し、工程管理に努めた。

２．施工状況

Ⅱ工程管理

評　価　対　象　項　目

・実施工程表は、工事全般にわたり綿密にたてられ、各工種と全体との整合がとれていた。

・状況変化への対応が迅速かつ適切に行われ、工程に大きな影響を与えなかった。

・関連工事との工程調整を行い、現場作業の円滑な進捗に努めた。

・定められた作業時間以外の作業が少なく、工期内に完成した。

・工程計画を着実に守り工事を完了した。

・作業時間の変更、休日等の施工を行う際の手続きは適切であった。

・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・フォローアップ等を実施し、適切な工程管理を行った。

・請負者の責となる工程の遅延がなかった。

監督員「施工プロセス」チェックリスト【監督員】

ａ 安全対策が適切である（ﾁｪｯｸﾘｽﾄの評価値が90％以上）

ｂ 安全対策がほぼ適切である。（ﾁｪｯｸﾘｽﾄの評価値が80％以上90％未満）

ｃ 他の事項に該当しない。（ﾁｪｯｸﾘｽﾄの評価値が60％以上80％未満）

ｄ 安全対策がやや不備であった。（ﾁｪｯｸﾘｽﾄの評価値が60％未満）

ｄ 安全対策が不備であり、監督員から口頭による改善指示等を2回行った。

ｅ 安全対策が不備であり、監督員から文書による改善指示等を行った。

施工プロセスのチェックリスト（不用欄は斜線消去）

細　　　別
番
号

評
価

備　　　　　考

5-1

5-2

5-3

5-4

5-5

5-6

5-7

5-8

5-9

5-10

　 ①「施工ﾌﾟﾛｾｽ」ﾁｪｯｸﾘｽﾄは、共通仕様書、契約書等に基づき、施工に必要なﾌﾟﾛｾｽが適切に施行されているかを監督員等が確認する。

　 ② ﾁｪｯｸ欄では、書類もしくは現場等で確認した内容がＯＫであれば□にﾚﾏーｸを記入し、ＯＫでなければ、備考欄に指示事項や是正状況等を記入する。

対象評価項目数 削除項目のある場合は削除後の評価対象項目数を母数とする。

評　　　価　　　数 評価値（　　　　％）＝（　　　）評価数／（　　）評価対象項目数（小数点第１位四捨五入）

評　　　価　　　値 なお、削除後の評価対象項目数が２項目以下の場合はＣ評価以下とする

・危険物等の保管に関し、関係法令を遵守した。

２．施工状況

Ⅲ安全対策

・交通管理者との協議事項を遵守した。

・材料置き場、発生材の仮置き場の管理を適切に行った。

・現場内が常に整理・整頓されていた。

・火気の使用や溶接作業を行う際、必要な防火措置を講じた。

・重機操作に際して、誘導員の配置や重機と人の行動範囲の分離措置がなされた。

評　価　対　象　項　目

・工事の規模と内容に応じた安全巡視、安全教育、安全点検等を実施していた。

・安全通路の確保、落下物の防止等の安全措置が的確になされ、第三者への事故防止に努めた。

・工事箇所及びその周辺の地上及び地下の既設構造物、既設配管等に対して、支障をきたさないよう必要な措置を講じた。

・過積載防止に努めた。
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監督員「施工プロセス」チェックリスト【監督員】

ａ 対外関係が適切である。（ﾁｪｯｸﾘｽﾄの評価値が90％以上）

ｂ 対外関係がほぼ適切である。（ﾁｪｯｸﾘｽﾄの評価値が80％以上90％未満）

ｃ 他の事項に該当しない。（ﾁｪｯｸﾘｽﾄの評価値が60％以上80％未満）

ｄ 対外関係がやや不備である。（ﾁｪｯｸﾘｽﾄの評価値が60％未満）

ｄ 対外関係が不備であり、監督員から口頭による改善指示等を2回行った。

ｅ 対外関係が不備であり、監督員から文書による改善指示等を行った。

施工プロセスのチェックリスト（不用欄は斜線消去）

細　　　別
番
号

評
価 備　　　　　考

6-1

6-2

6-3

6-4

6-5

6-6

　 ①「施工ﾌﾟﾛｾｽ」ﾁｪｯｸﾘｽﾄは、共通仕様書、契約書等に基づき、施工に必要なﾌﾟﾛｾｽが適切に施行されているかを監督員等が確認する。

　 ② ﾁｪｯｸ欄では、書類もしくは現場等で確認した内容がＯＫであれば□にﾚﾏーｸを記入し、ＯＫでなければ、備考欄に指示事項や是正状況等を記入する。

対象評価項目数 削除項目のある場合は削除後の評価対象項目数を母数とする。

評　　　価　　　数 評価値（　　　　％）＝（　　　）評価数／（　　）評価対象項目数（小数点第１位四捨五入）

評　　　価　　　値 なお、削除後の評価対象項目数が２項目以下の場合はＣ評価以下とする

・苦情に対して、適切にその解決にあたった。

２．施工状況

・監督員に、折衝経過や苦情処理の経過等を遅滞なく報告した。

・関連工事との調整を行い、工事全体の円滑な進捗に努めた。

Ⅳ対外対策

評　価　対　象　項　目

・工事の着手、施工、完了にあたり、関係官公署その他の関係機関や施設管理者等との折衝及び調整を適切に行った。

・地域住民や施設管理者等との間で取り決めた作業時間や作業条件などの制約を遵守した。

・地域住民や施設管理者等の工事関係者以外の者との間にトラブルが生じないよう努め、必要に応じ広報や説明等を行った。

監督員「施工プロセス」チェックリスト【監督員】

ａ 出来形管理が適切である。（ﾁｪｯｸﾘｽﾄの評価値が90％以上）

ｂ 出来形管理がほぼ適切である。（ﾁｪｯｸﾘｽﾄの評価値が80％以上90％未満）

ｃ 他の事項に該当しない。（ﾁｪｯｸﾘｽﾄの評価値が60％以上80％未満）

ｄ 出来形管理がやや不備である。（ﾁｪｯｸﾘｽﾄの評価値が60％未満）

ｄ 出来形管理が不備であり、監督員から口頭による改善指示等を2回行った。

ｅ 出来形管理が不備であり、監督員から文書による改善指示等を行った。

施工プロセスのチェックリスト（不用欄は斜線消去）

細　　　別
番
号

評
価

備　　　　　考

7-1

7-2

7-3

7-4

7-5

7-6

7-7

　 ①「施工ﾌﾟﾛｾｽ」ﾁｪｯｸﾘｽﾄは、共通仕様書、契約書等に基づき、施工に必要なﾌﾟﾛｾｽが適切に施行されているかを監督員等が確認する。

　 ② ﾁｪｯｸ欄では、書類もしくは現場等で確認した内容がＯＫであれば□にﾚﾏーｸを記入し、ＯＫでなければ、備考欄に指示事項や是正状況等を記入する。

対象評価項目数 削除項目のある場合は削除後の評価対象項目数を母数とする。

評　　　価　　　数 評価値（　　　　％）＝（　　　）評価数／（　　）評価対象項目数（小数点第１位四捨五入）

評　　　価　　　値 なお、削除後の評価対象項目数が２項目以下の場合はＣ評価以下とする

・出来形の管理は、測定項目・測定頻度とも仕様書等の規定を満たしていた。

・現地計測の結果が、管理資料の数値と整合していた。

・きめ細やかな施工がなされ、端部まで仕上がりが良好であった。

３．出来形及び
　出来ばえ

評　価　対　象　項　目

Ⅰ出来形

・出来形管理図又は出来形管理表が適切にまとめられており容易に確認できた。

・出来形測定において、不可視部分の出来形が記録写真等で容易に確認できた。

・出来形の形状、寸法及び数量が設計値（契約図書）を満たしていた。

・出来形の性能、機能が設計値（契約図書）を満たしていた。

-38-



監督員「施工プロセス」チェックリスト【監督員】

ａ 品質管理が適切である。（ﾁｪｯｸﾘｽﾄの評価値が90％以上）

ｂ 品質管理がほぼ適切である。（ﾁｪｯｸﾘｽﾄの評価値が80％以上90％未満）

ｃ 他の事項に該当しない。（ﾁｪｯｸﾘｽﾄの評価値が60％以上80％未満）

ｄ 品質管理がやや不備である。（ﾁｪｯｸﾘｽﾄの評価値が60％未満）

ｄ 品質管理が不備であり、監督員から口頭による改善指示等を2回行った。

ｅ 品質管理が不備であり、監督員から文書による改善指示等を行った。

施工プロセスのチェックリスト（不用欄は斜線消去）

細　　　別
番
号

評
価

備　　　　　考

8-1

8-2

8-3

8-4

8-5

8-6

8-7

8-8

8-9

8-10

8-11

　 ①「施工ﾌﾟﾛｾｽ」ﾁｪｯｸﾘｽﾄは、共通仕様書、契約書等に基づき、施工に必要なﾌﾟﾛｾｽが適切に施行されているかを監督員等が確認する。

　 ② ﾁｪｯｸ欄では、書類もしくは現場等で確認した内容がＯＫであれば□にﾚﾏーｸを記入し、ＯＫでなければ、備考欄に指示事項や是正状況等を記入する。

対象評価項目数 削除項目のある場合は削除後の評価対象項目数を母数とする。

評　　　価　　　数 評価値（　　　　％）＝（　　　）評価数／（　　）評価対象項目数（小数点第１位四捨五入）

評　　　価　　　値 なお、削除後の評価対象項目数が２項目以下の場合はＣ評価以下とする

・材料検査が適切な時期に請求され、必要な準備等が適切に行われた。

・材料等の品質証明に伴う試験方法は、設計図書に定められたもの又は監督員の承諾を受けたものであった。

評　価　対　象　項　目

３．出来形及び
　出来ばえ

Ⅱ品質

・施工の品質及び形状が適切で良好な施工であった。

・品質管理記録が適切に作成されていた。

・不可視部分の写真記録が適切であった。

・工事記録写真の撮影及び編集が適切であった。

・設備の総合的な機能確認（試験調整等）及び記録の整理が適切に行われた。（対象：電気・機械）

・材料等の保管に関し、その方法等が適切に行われていた。

・材料等の材質、仕上げの程度、色合い、調合等について監督員の承諾を受けた。

・各種材料等の試験成績書、カタログ等が監督員に提出された。

・材料等の搬入の証明となる資料が、適切に整理されていた。

総括監督員「施工プロセス」チェックリスト【総括監督員】

ａ 工程管理が適切である。（ﾁｪｯｸﾘｽﾄの評価値が90％以上）

ｂ 工程管理がほぼ適切である。（ﾁｪｯｸﾘｽﾄの評価値が80％以上90％未満）

ｃ 他の事項に該当しない。（ﾁｪｯｸﾘｽﾄの評価値が60％以上80％未満）

ｄ 工程管理が不備である。（ﾁｪｯｸﾘｽﾄの評価値が60％未満）

ｄ 工程管理が不備であり、監督員から口頭による改善指示等を２回行った。

ｅ 工程管理が不備であり、監督員から文書による改善指示等を行った。

施工プロセスのチェックリスト（不用欄は斜線消去）

細　　　別
番
号

評
価 備　　　　　考

4-1

4-2

4-3

4-4

4-5

4-6

4-7

4-8

　 ①「施工ﾌﾟﾛｾｽ」ﾁｪｯｸﾘｽﾄは、共通仕様書、契約書等に基づき、施工に必要なﾌﾟﾛｾｽが適切に施行されているかを監督員等が確認する。

　 ② ﾁｪｯｸ欄では、書類もしくは現場等で確認した内容がＯＫであれば□にﾚﾏーｸを記入し、ＯＫでなければ、備考欄に指示事項や是正状況等を記入する。

対象評価項目数 削除項目のある場合は削除後の評価対象項目数を母数とする。

評　　　価　　　数 評価値（　　　　％）＝（　　　）評価数／（　　）評価対象項目数（小数点第１位四捨五入）

評　　　価　　　値 なお、削除後の評価対象項目数が２項目以下の場合はＣ評価以下とする

・地元調整を積極的に行い、トラブルなく工期内に完成した。

・実施工程表の補足として、月間又は週間工程表を作成し、工程管理に努めた。

Ⅱ工程管理

・工程計画を着実に守り工事を完了した。

・作業時間の変更、休日等の施工を行う際の手続きは適切であった。

２．施工状況

評　価　対　象　項　目

・実施工程表は、工事全般にわたり綿密にたてられ、各工種と全体との整合がとれていた。

・状況変化への対応が迅速かつ適切に行われ、工程に大きな影響を与えなかった。

・適切な人員管理が行われた。

・関連工事との工程調整を行い、現場作業の円滑な進捗に努めた。
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総括監督員「施工プロセス」チェックリスト【総括監督員】

ａ 安全対策が適切である（ﾁｪｯｸﾘｽﾄの評価値が90％以上）

ｂ 安全対策がほぼ適切である。（ﾁｪｯｸﾘｽﾄの評価値が80％以上90％未満）

ｃ 他の事項に該当しない。（ﾁｪｯｸﾘｽﾄの評価値が60％以上80％未満）

ｄ 安全対策がやや不備であった。（ﾁｪｯｸﾘｽﾄの評価値が60％未満）

ｄ 安全対策が不備であり、監督員から口頭による改善指示等を2回行った。

ｅ 安全対策が不備であり、監督員から文書による改善指示等を行った。

施工プロセスのチェックリスト（不用欄は斜線消去）

細　　　別
番
号

評
価

備　　　　　考

5-1

5-2

5-3

5-4

5-5

　 ①「施工ﾌﾟﾛｾｽ」ﾁｪｯｸﾘｽﾄは、共通仕様書、契約書等に基づき、施工に必要なﾌﾟﾛｾｽが適切に施行されているかを監督員等が確認する。

　 ② ﾁｪｯｸ欄では、書類もしくは現場等で確認した内容がＯＫであれば□にﾚﾏーｸを記入し、ＯＫでなければ、備考欄に指示事項や是正状況等を記入する。

対象評価項目数 削除項目のある場合は削除後の評価対象項目数を母数とする。

評　　　価　　　数 評価値（　　　　％）＝（　　　）評価数／（　　）評価対象項目数（小数点第１位四捨五入）

評　　　価　　　値 なお、削除後の評価対象項目数が２項目以下の場合はＣ評価以下とする

・火気の使用や溶接作業を行う際、必要な防火措置が講じられ、事故が無かった。

Ⅲ安全対策

評　価　対　象　項　目

・工事の規模と内容に応じた安全対策を実施し、建設労働災害防止の努力が顕著であった。

・安全通路の確保、落下物の防止等の安全措置が的確になされ、公衆災害防止の努力が顕著であった。

・工事箇所及びその周辺の地上及び地下の既設構造物、既設配管等に対して、支障をきたさないよう必要な措置が講じられ、トラブル等がなかった

２．施工状況

・交通管理者等との協議事項を遵守し、積極的に安全活動に努めた。

総括監督員

ａ 地域への貢献が大きく、積極的に取り組んでいた。（ﾁｪｯｸﾘｽﾄの評価数が3以上）

ｂ 地域に貢献した。（ﾁｪｯｸﾘｽﾄの評価数が1以上3未満）

ｃ 上記以外の場合。（ﾁｪｯｸﾘｽﾄの評価項目が0）

施工プロセスのチェックリスト（不用欄は斜線消去）

細　　　別
番
号

評
価 備　　　　　考

10-1

10-2

10-3

10-4

10-5 ・工事の内容や現場見学等を実施するなど、地域とのコミュニケーションを図った。

10-6

　 ①「施工ﾌﾟﾛｾｽ」ﾁｪｯｸﾘｽﾄは、共通仕様書、契約書等に基づき、施工に必要なﾌﾟﾛｾｽが適切に施行されているかを監督員等が確認する。

　 ② ﾁｪｯｸ欄では、書類もしくは現場等で確認した内容がＯＫであれば□にﾚﾏーｸを記入し、ＯＫでなければ、備考欄に指示事項や是正状況等を記入する。

「施工プロセス」チェックリスト【総括監督員】

４．社会性等

・現場環境を周辺地域との景観にあわせる等、積極的に周辺地域との調和を図った。
Ⅰ地域への

貢献等

・村と「災害時等おける緊急対応業務に関する協定書」を締結し、地域貢献活動に積極的に取り組んでいる。

・現場周辺の清掃活動を積極的に行うなど、地域の美化に貢献した。

評　価　対　象　項　目

・河川、水路等の環境保全を具体的に実施した。

・環境負荷の少ない材料や施工方法の自発的な採用等、地球環境にやさしい具体的な取り組みを行った。
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総括監督員「施工プロセス」チェックリスト【総括監督員】

細　　　別
番
号

評
価

点　　　　　数

11-1 -３０点

11-2 －２０点

11-3 －１５点

11-4 －１０点

11-5 ・書面による警告又は注意 －　８点

11-6 －　５点

11-7 －　３点

11-8

評　価　対　象　項　目

７．法令遵守等

・指名停止３ケ月以上

・指名停止２ケ月以上３ケ月未満

・指名停止１ケ月以上２ケ月未満

・指名停止２週間以上１ケ月未満

・口頭による警告又は注意

・該当項目なし

・工事関係者事故又は公衆災害が発生したが、口頭注意以上の処分がなかった。

検査員（施工＆出来形）検査成績評定項目別評定表【検査員】

ａ 施工管理が適切である。（ﾁｪｯｸﾘｽﾄの評価値が90％以上）

ｂ 施工管理がほぼ適切である。（ﾁｪｯｸﾘｽﾄの評価値が80％以上90％未満） 　

ｃ 他の事項に該当しない（ﾁｪｯｸﾘｽﾄの評価値が60％以上80％未満）

ｄ 施工管理がやや不備である。（ﾁｪｯｸﾘｽﾄの評価値が60％未満）

ｅ 施工管理が不備であり、検査員から文書による改善指示等を行った。

（不用欄は斜線消去）

細　　　別
番
号

評
価

備　　　　　考

3-1

3-2

3-3

3-4

3-5

3-6

3-7

3-8

3-9

　 ① 評定表は、共通仕様書、契約書等に基づき適切に施工されているかを監督員等が確認する。

　 ② ﾁｪｯｸ欄では、書類もしくは現場等で確認した内容がＯＫであれば□にﾚﾏーｸを記入し、ＯＫでなければ、備考欄に指示事項や是正状況等を記入する。

対象評価項目数 削除項目のある場合は削除後の評価対象項目数を母数とする。

評　　　価　　　数 評価値（　　　　％）＝（　　　）評価数／（　　）評価対象項目数（小数点第１位四捨五入）

評　　　価　　　値 なお、削除後の評価対象項目数が２項目以下の場合はＣ評価以下とする

評　価　対　象　項　目

・各工種の施工過程が、仕様書等に基づいて行われている。

・現場の組織・体制が明確で、現場代理人・主任技術者等が契約内容を熟知している。

・施工管理及び記録の整理に創意工夫が見られる。

・工事記録写真が適切に撮影されている。

Ⅰ施工管理

・提出書類が整っている。

・契約内容の変更及び承諾の処理が適切に行われている。

・施工計画書の施工方法と現場の施工方法が一致していた。

・工事材料の資料が整理されており、必要量入っている。。

・施工管理記録が整理されている。

２．施工状況
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検査員（施工＆出来形）検査成績評定項目別評定表【検査員】

ａ 出来形管理が適切である。（ﾁｪｯｸﾘｽﾄの評価値が90％以上）

ｂ 出来形管理がほぼ適切である。（ﾁｪｯｸﾘｽﾄの評価値が80％以上90％未満）

ｃ 他の事項に該当しない。（ﾁｪｯｸﾘｽﾄの評価値が60％以上80％未満）

ｄ 出来形管理がやや不備である。（ﾁｪｯｸﾘｽﾄの評価値が60％未満）

ｅ 出来形管理が不備であり、検査員から文書による改善指示等を行った。

（不用欄は斜線消去）

細　　　別
番
号

評
価

備　　　　　考

7-1

7-2

7-3

7-4

7-5

7-6

7-7

7-8

　 ① 評定表は、共通仕様書、契約書等に基づき適切に施工されているかを監督員等が確認する。

　 ② ﾁｪｯｸ欄では、書類もしくは現場等で確認した内容がＯＫであれば□にﾚﾏーｸを記入し、ＯＫでなければ、備考欄に指示事項や是正状況等を記入する。

対象評価項目数 削除項目のある場合は削除後の評価対象項目数を母数とする。

評　　　価　　　数 評価値（　　　　％）＝（　　　）評価数／（　　）評価対象項目数（小数点第１位四捨五入）

評　　　価　　　値 なお、削除後の評価対象項目数が２項目以下の場合はＣ評価以下とする

・現地立会計測の結果が、管理資料の数値と整合している。

・出来形測定の不可視部分が、工事記録写真により確認できる。

・出来形に関し創意工夫及び熱意が見られる。

３．出来形及び
　出来ばえ

評　価　対　象　項　目

Ⅰ出来形

・出来高数量が、契約数量（設計数量）を満たしている。

・出来高数量の算出根拠が整理されている。

・出来形管理が、測定項目・測定頻度とも仕様書等の規定を満たしている。

・出来形管理の資料が整理されている。

・出来形計測値が規格値を満たしている。

検査員（土木一般）検査成績評定項目別評定表【検査員】

ａ 品質管理が適切である。（ﾁｪｯｸﾘｽﾄの評価値が90％以上）

ｂ 品質管理がほぼ適切である。（ﾁｪｯｸﾘｽﾄの評価値が80％以上90％未満）

ｃ 他の事項に該当しない。（ﾁｪｯｸﾘｽﾄの評価値が60％以上80％未満）

ｄ 品質管理がやや不備である。（ﾁｪｯｸﾘｽﾄの評価値が60％未満）

ｅ 品質管理が不備であり、検査員から文書による改善指示等を行った。

（不用欄は斜線消去）

細　　　別
番
号

評
価

備　　　　　考

8-1

8-2

8-3

8-4

8-5

8-6

8-7

8-8

　 ① 評定表は、共通仕様書、契約書等に基づき適切に施工されているかを監督員等が確認する。

　 ② ﾁｪｯｸ欄では、書類もしくは現場等で確認した内容がＯＫであれば□にﾚﾏーｸを記入し、ＯＫでなければ、備考欄に指示事項や是正状況等を記入する。

対象評価項目数 削除項目のある場合は削除後の評価対象項目数を母数とする。

評　　　価　　　数 評価値（　　　　％）＝（　　　）評価数／（　　）評価対象項目数（小数点第１位四捨五入）

評　　　価　　　値 なお、削除後の評価対象項目数が２項目以下の場合はＣ評価以下とする

評　価　対　象　項　目

３．出来形及
び

　出来ばえ

Ⅱ品質

・材料の品質規格証明書（ミルシート・検査証明書等）が整理されている。

・品質試験の頻度、項目とも必要数実施されており、結果が整理されている。

評価工種 ： 土木一般

・品質管理及び記録の整理に創意工夫が見られる。

・品質管理についての工事記録写真が整理されている。

・品質試験の結果が規格値を満たしている。

・使用材料の規格が契約書と適合している。

・仕様書等の施工規定が守られている。

・完成構造物について必要な試験が行われ、結果が規格値を満たしている。
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検査員（土木一般）検査成績評定項目別評定表【検査員】

ａ 出来ばえが適切である。（ﾁｪｯｸﾘｽﾄの評価値が90％以上）

ｂ 出来ばえがほぼ適切である。（ﾁｪｯｸﾘｽﾄの評価値が80％以上90％未満）

ｃ 他の事項に該当しない。（ﾁｪｯｸﾘｽﾄの評価値が60％以上80％未満）

ｄ 出来ばえがやや不備である。（ﾁｪｯｸﾘｽﾄの評価値が60％未満）

ｄ 出来ばえが不備であり、検査員から文書による改善指示等を行った。

（不用欄は斜線消去）

細　　　別
番
号

評
価

備　　　　　考

9-1

9-2

9-3

9-4

9-5

9-6

9-7

　 ① 評定表は、共通仕様書、契約書等に基づき適切に施工されているかを監督員等が確認する。

　 ② ﾁｪｯｸ欄では、書類もしくは現場等で確認した内容がＯＫであれば□にﾚﾏーｸを記入し、ＯＫでなければ、備考欄に指示事項や是正状況等を記入する。

対象評価項目数 削除項目のある場合は削除後の評価対象項目数を母数とする。

評　　　価　　　数 評価値（　　　　％）＝（　　　）評価数／（　　）評価対象項目数（小数点第１位四捨五入）

評　　　価　　　値 なお、削除後の評価対象項目数が２項目以下の場合はＣ評価以下とする

・目視出来ない部分が、工事記録写真で確認できる。

・構造物の形状、外観及び通りが良好である。

・構造物の表面の仕上げが、仕様書の規定どおりに行われている。

・構造物の表面の仕上げが、丁寧で均一に行われている。

・隣接構造物との取り付け・すり合わせが良好である。

・出来ばえに関し、創意工夫及び熱意が見られる。

３．出来形及
び

　出来ばえ

評　価　対　象　項　目

Ⅲ出来ばえ

・構造物の仕上がりが、使用目的及び使用者の安全に配慮されている。

評価工種 ： 土木一般

検査員（上水道）検査成績評定項目別評定表【検査員】

ａ 品質管理が適切である。（ﾁｪｯｸﾘｽﾄの評価値が90％以上）

ｂ 品質管理がほぼ適切である。（ﾁｪｯｸﾘｽﾄの評価値が80％以上90％未満）

ｃ 他の事項に該当しない。（ﾁｪｯｸﾘｽﾄの評価値が60％以上80％未満）

ｄ 品質管理がやや不備である。（ﾁｪｯｸﾘｽﾄの評価値が60％未満）

ｅ 品質管理が不備であり、検査員から文書による改善指示等を行った。

（不用欄は斜線消去）

細　　　別
番
号

評
価

備　　　　　考

8-1

8-2

8-3

8-4

8-5

8-6

8-7

8-8

8-9

8-10

8-11

8-12

　 ① 評定表は、共通仕様書、契約書等に基づき適切に施工されているかを監督員等が確認する。

　 ② ﾁｪｯｸ欄では、書類もしくは現場等で確認した内容がＯＫであれば□にﾚﾏーｸを記入し、ＯＫでなければ、備考欄に指示事項や是正状況等を記入する。

対象評価項目数 削除項目のある場合は削除後の評価対象項目数を母数とする。

評　　　価　　　数 評価値（　　　　％）＝（　　　）評価数／（　　）評価対象項目数（小数点第１位四捨五入）

評　　　価　　　値 なお、削除後の評価対象項目数が２項目以下の場合はＣ評価以下とする

異形管部や伏越部の詳細が判る写真がある。

評　価　対　象　項　目

３．出来形及び
　出来ばえ

Ⅱ品質

材料の品質照合がﾐﾙｼ ﾄー等(現物照合を含む)で確認でき、満足している。

部品の品質、性能が証明書等で確認でき、満足している。

鋳鉄管接合の継手毎のﾁｪｯｸの記録がある。

溶接管理が設計書のとおり実施され、内容が確認でき、欠損がなく満足している。

評価工種 ： 上水道工事

機器の品質、機能、性能が試験書等で確認でき、満足している。

竣工図と写真記録の整合がとれている。

ＶＰ管の接合の品質管理が写真により確認出来る。

給水切替時の通水の確認が適切になされている。

仮設管の維持管理が適切になされている。

竣工図が適切に表現されている。

混合物の温度管理がﾌﾟﾗﾝﾄ出荷時、現場到着時、舗装時等で記録されている。
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検査員（上水道）検査成績評定項目別評定表【検査員】

ａ 出来ばえが適切である。（ﾁｪｯｸﾘｽﾄの評価値が90％以上）

ｂ 出来ばえがほぼ適切である。（ﾁｪｯｸﾘｽﾄの評価値が80％以上90％未満）

ｃ 他の事項に該当しない。（ﾁｪｯｸﾘｽﾄの評価値が60％以上80％未満）

ｄ 出来ばえがやや不備である。（ﾁｪｯｸﾘｽﾄの評価値が60％未満）

ｄ 出来ばえが不備であり、検査員から文書による改善指示等を行った。

（不用欄は斜線消去）

細　　　別
番
号

評
価

備　　　　　考

9-1

9-2

9-3

9-4

9-5

9-6

9-7

9-8

9-9

　 ① 評定表は、共通仕様書、契約書等に基づき適切に施工されているかを監督員等が確認する。

　 ② ﾁｪｯｸ欄では、書類もしくは現場等で確認した内容がＯＫであれば□にﾚﾏーｸを記入し、ＯＫでなければ、備考欄に指示事項や是正状況等を記入する。

対象評価項目数 削除項目のある場合は削除後の評価対象項目数を母数とする。

評　　　価　　　数 評価値（　　　　％）＝（　　　）評価数／（　　）評価対象項目数（小数点第１位四捨五入）

評　　　価　　　値 なお、削除後の評価対象項目数が２項目以下の場合はＣ評価以下とする

・竣工図、オフセット図がわかりやすい。

・構造物とのすりつけが良い。

３．出来形及び
　出来ばえ

評　価　対　象　項　目

Ⅲ出来ばえ

・製作上の補修痕跡がない。

・出来ばえに関し、創意工夫及び熱意が見られる。

・メータ室及びその周りが細かく施工されている。

・舗装等の仕上げが良い。

・関連工事との取り合いが良い。 

・弁栓箱内の清掃が行き届いている。

・端部処理が良い。

評価工種 ： 上水道工事

検査員（下水道）検査成績評定項目別評定表【検査員】

ａ 品質管理が適切である。（ﾁｪｯｸﾘｽﾄの評価値が90％以上）

ｂ 品質管理がほぼ適切である。（ﾁｪｯｸﾘｽﾄの評価値が80％以上90％未満）

ｃ 他の事項に該当しない。（ﾁｪｯｸﾘｽﾄの評価値が60％以上80％未満）

ｄ 品質管理がやや不備である。（ﾁｪｯｸﾘｽﾄの評価値が60％未満）

ｅ 品質管理が不備であり、検査員から文書による改善指示等を行った。

（不用欄は斜線消去）

細　　　別
番
号

評
価

備　　　　　考

8-1

8-2

8-3

8-4

8-5

8-6

8-7

　 ① 評定表は、共通仕様書、契約書等に基づき適切に施工されているかを監督員等が確認する。

　 ② ﾁｪｯｸ欄では、書類もしくは現場等で確認した内容がＯＫであれば□にﾚﾏーｸを記入し、ＯＫでなければ、備考欄に指示事項や是正状況等を記入する。

対象評価項目数 削除項目のある場合は削除後の評価対象項目数を母数とする。

評　　　価　　　数 評価値（　　　　％）＝（　　　）評価数／（　　）評価対象項目数（小数点第１位四捨五入）

評　　　価　　　値 なお、削除後の評価対象項目数が２項目以下の場合はＣ評価以下とする

評価工種 ： 下水道工事

・部品（材料・規格）の品質、性能が確認でき、満足している。

・基礎工、管の接合状態が設計図書及び施工計画書との適正が写真等で確認でき、満足している。

・品質管理及び記録の整理に創意工夫が見られる。

・推進管の施工状態が写真等で確認でき、満足している。

・注入圧、注入量が、報告書及び写真等で確認でき、満足している。

評　価　対　象　項　目

３．出来形及
び

　出来ばえ

Ⅱ品質

・仕様書等で定められている品質管理が実施されている。

・材料の品質照合がﾐﾙｼーﾄで確認でき、満足している。
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検査員（下水道）検査成績評定項目別評定表【検査員】

ａ 出来ばえが適切である。（ﾁｪｯｸﾘｽﾄの評価値が90％以上）

ｂ 出来ばえがほぼ適切である。（ﾁｪｯｸﾘｽﾄの評価値が80％以上90％未満）

ｃ 他の事項に該当しない。（ﾁｪｯｸﾘｽﾄの評価値が60％以上80％未満）

ｄ 出来ばえがやや不備である。（ﾁｪｯｸﾘｽﾄの評価値が60％未満）

ｄ 出来ばえが不備であり、検査員から文書による改善指示等を行った。

（不用欄は斜線消去）

細　　　別
番
号

評
価

備　　　　　考

9-1

9-2

9-3

9-4

9-5

9-6

9-7

　 ① 評定表は、共通仕様書、契約書等に基づき適切に施工されているかを監督員等が確認する。

　 ② ﾁｪｯｸ欄では、書類もしくは現場等で確認した内容がＯＫであれば□にﾚﾏーｸを記入し、ＯＫでなければ、備考欄に指示事項や是正状況等を記入する。

対象評価項目数 削除項目のある場合は削除後の評価対象項目数を母数とする。

評　　　価　　　数 評価値（　　　　％）＝（　　　）評価数／（　　）評価対象項目数（小数点第１位四捨五入）

評　　　価　　　値 なお、削除後の評価対象項目数が２項目以下の場合はＣ評価以下とする

・構造物とのすりつけが良い。

・管の通りが良い。

・人孔内の仕上げが良い。

・舗装の仕上がりが良い。

・公共ます（宅内ます）の仕上げが良い。

評価工種 ： 下水道工事

・出来ばえに関し、創意工夫及び熱意が見られる。

３．出来形及
び

　出来ばえ

評　価　対　象　項　目

Ⅲ出来ばえ

・漏水がない。

検査員（土地改良）検査成績評定項目別評定表【検査員】

ａ 品質管理が適切である。（ﾁｪｯｸﾘｽﾄの評価値が90％以上）

ｂ 品質管理がほぼ適切である。（ﾁｪｯｸﾘｽﾄの評価値が80％以上90％未満）

ｃ 他の事項に該当しない。（ﾁｪｯｸﾘｽﾄの評価値が60％以上80％未満）

ｄ 品質管理がやや不備である。（ﾁｪｯｸﾘｽﾄの評価値が60％未満）

ｅ 品質管理が不備であり、検査員から文書による改善指示等を行った。

（不用欄は斜線消去）

細　　　別
番
号

評
価

備　　　　　考

8-1

8-2

8-3

8-4

8-5

8-6

8-7

8-8

　 ① 評定表は、共通仕様書、契約書等に基づき適切に施工されているかを監督員等が確認する。

　 ② ﾁｪｯｸ欄では、書類もしくは現場等で確認した内容がＯＫであれば□にﾚﾏーｸを記入し、ＯＫでなければ、備考欄に指示事項や是正状況等を記入する。

対象評価項目数 削除項目のある場合は削除後の評価対象項目数を母数とする。

評　　　価　　　数 評価値（　　　　％）＝（　　　）評価数／（　　）評価対象項目数（小数点第１位四捨五入）

評　　　価　　　値 なお、削除後の評価対象項目数が２項目以下の場合はＣ評価以下とする

評価工種 ： 土地改良工事

・田面及び畑面の不陸は耕作に支障無いよう整地している。

・表土は耕作に支障無いよう規定寸法で戻され、設計図書に示す耕作深度のあることが確認できる。

評　価　対　象　項　目

・品質管理及び記録の整理に創意工夫が見られる。

３．出来形及
び

　出来ばえ

Ⅱ品質

・各仕様書等に定められている品質管理が実施されている。

・区画形状の大きさは設計図面に基づき適切に施工行している。

・雑物除去（古杭、旧コンクリート塊、砂利、基盤土、転石、植物根等）が行われている。

・切り土及び盛土の法面は十分締め固められ、規定の勾配で適切に施工されている。

・土壌改良は設計図書の通り施工され、その状況を図書等で確認できる。

-45-



検査員（土地改良）検査成績評定項目別評定表【検査員】

ａ 出来ばえが適切である。（ﾁｪｯｸﾘｽﾄの評価値が90％以上）

ｂ 出来ばえがほぼ適切である。（ﾁｪｯｸﾘｽﾄの評価値が80％以上90％未満）

ｃ 他の事項に該当しない。（ﾁｪｯｸﾘｽﾄの評価値が60％以上80％未満）

ｄ 出来ばえがやや不備である。（ﾁｪｯｸﾘｽﾄの評価値が60％未満）

ｄ 出来ばえが不備であり、検査員から文書による改善指示等を行った。

（不用欄は斜線消去）

細　　　別
番
号

評
価

備　　　　　考

9-1

9-2

9-3

9-4

9-5

9-6

9-7

9-8

9-9

　 ① 評定表は、共通仕様書、契約書等に基づき適切に施工されているかを監督員等が確認する。

　 ② ﾁｪｯｸ欄では、書類もしくは現場等で確認した内容がＯＫであれば□にﾚﾏーｸを記入し、ＯＫでなければ、備考欄に指示事項や是正状況等を記入する。

対象評価項目数 削除項目のある場合は削除後の評価対象項目数を母数とする。

評　　　価　　　数 評価値（　　　　％）＝（　　　）評価数／（　　）評価対象項目数（小数点第１位四捨五入）

評　　　価　　　値 なお、削除後の評価対象項目数が２項目以下の場合はＣ評価以下とする

評価工種 ： 土地改良工事

・出来ばえに関し、創意工夫及び熱意が見られる。

・畦畔が規定の高さで施工され、法面のとおりも良い。

・法面の植生、吹き付けの状態が均一で仕上げが良い。

・法肩の通り、端部の処理が良く、法面の崩れが無い。

・圃面の状況が均平で適切に施工している。

３．出来形及
び

　出来ばえ

評　価　対　象　項　目

Ⅲ出来ばえ ・構造物の通りが良い。

・全体的な美観が良い。

・畑面を適切に耕起している。

・製作上の補修痕跡がない。　　　

検査員（建築）検査成績評定項目別評定表【検査員】

ａ 品質管理が適切である。（ﾁｪｯｸﾘｽﾄの評価値が90％以上）

ｂ 品質管理がほぼ適切である。（ﾁｪｯｸﾘｽﾄの評価値が80％以上90％未満）

ｃ 他の事項に該当しない。（ﾁｪｯｸﾘｽﾄの評価値が60％以上80％未満）

ｄ 品質管理がやや不備である。（ﾁｪｯｸﾘｽﾄの評価値が60％未満）

ｅ 品質管理が不備であり、検査員から文書による改善指示等を行った。

（不用欄は斜線消去）

細　　　別
番
号

評
価

備　　　　　考

8-1

8-2

8-3

8-4

8-5

　 ① 評定表は、共通仕様書、契約書等に基づき適切に施工されているかを監督員等が確認する。

　 ② ﾁｪｯｸ欄では、書類もしくは現場等で確認した内容がＯＫであれば□にﾚﾏーｸを記入し、ＯＫでなければ、備考欄に指示事項や是正状況等を記入する。

対象評価項目数 削除項目のある場合は削除後の評価対象項目数を母数とする。

評　　　価　　　数 評価値（　　　　％）＝（　　　）評価数／（　　）評価対象項目数（小数点第１位四捨五入）

評　　　価　　　値 なお、削除後の評価対象項目数が２項目以下の場合はＣ評価以下とする

３．出来形及
び

　出来ばえ

Ⅱ品質

・材料の品質及び形状が設計図書等との適切性確認ができ証明書が整備されている。

・部品の品質及び形状が設計図書等との適切性確認ができ証明書が整備されている。

評価工種 ： 建築工事

・機器等（設備等）の機能が設計図書等との適切性確認ができ証明書が整備されている。

・室内の塵芥処理等が適切に行われ、納まりの事前検討も十分実施され良質な施工が伺える。

・品質管理及び記録の整理に創意工夫が見られる。

評　価　対　象　項　目
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検査員（建築）検査成績評定項目別評定表【検査員】

ａ 出来ばえが適切である。（ﾁｪｯｸﾘｽﾄの評価値が90％以上）

ｂ 出来ばえがほぼ適切である。（ﾁｪｯｸﾘｽﾄの評価値が80％以上90％未満）

ｃ 他の事項に該当しない。（ﾁｪｯｸﾘｽﾄの評価値が60％以上80％未満）

ｄ 出来ばえがやや不備である。（ﾁｪｯｸﾘｽﾄの評価値が60％未満）

ｄ 出来ばえが不備であり、検査員から文書による改善指示等を行った。

（不用欄は斜線消去）

細　　　別
番
号

評
価

備　　　　　考

9-1

9-2

9-3

9-4

9-5

9-6

9-7

9-8

　 ① 評定表は、共通仕様書、契約書等に基づき適切に施工されているかを監督員等が確認する。

　 ② ﾁｪｯｸ欄では、書類もしくは現場等で確認した内容がＯＫであれば□にﾚﾏーｸを記入し、ＯＫでなければ、備考欄に指示事項や是正状況等を記入する。

対象評価項目数 削除項目のある場合は削除後の評価対象項目数を母数とする。

評　　　価　　　数 評価値（　　　　％）＝（　　　）評価数／（　　）評価対象項目数（小数点第１位四捨五入）

評　　　価　　　値 なお、削除後の評価対象項目数が２項目以下の場合はＣ評価以下とする

３．出来形及
び

　出来ばえ

評　価　対　象　項　目

Ⅲ出来ばえ

・建具の取り付け、作動が良い。

・機能面での配慮が適切である。

・出来ばえに関し、創意工夫及び熱意が見られる。

・全体的な美観が良い。

・防水の納まりが良好である。

・関連工事との取り合いが良い。

・建築物の通り、形状が良い。

・仕上げの均一性、平坦性が良い。

評価工種 ： 建築工事

検査員（電気・機械）検査成績評定項目別評定表【検査員】

ａ 品質管理が適切である。（ﾁｪｯｸﾘｽﾄの評価値が90％以上）

ｂ 品質管理がほぼ適切である。（ﾁｪｯｸﾘｽﾄの評価値が80％以上90％未満）

ｃ 他の事項に該当しない。（ﾁｪｯｸﾘｽﾄの評価値が60％以上80％未満）

ｄ 品質管理がやや不備である。（ﾁｪｯｸﾘｽﾄの評価値が60％未満）

ｅ 品質管理が不備であり、検査員から文書による改善指示等を行った。

（不用欄は斜線消去）

細　　　別
番
号

評
価

備　　　　　考

8-1

8-2

8-3

8-4

8-5

8-6

8-7

8-8

8-9

8-10

　 ① 評定表は、共通仕様書、契約書等に基づき適切に施工されているかを監督員等が確認する。

　 ② ﾁｪｯｸ欄では、書類もしくは現場等で確認した内容がＯＫであれば□にﾚﾏーｸを記入し、ＯＫでなければ、備考欄に指示事項や是正状況等を記入する。

対象評価項目数 削除項目のある場合は削除後の評価対象項目数を母数とする。

評　　　価　　　数 評価値（　　　　％）＝（　　　）評価数／（　　）評価対象項目数（小数点第１位四捨五入）

評　　　価　　　値 なお、削除後の評価対象項目数が２項目以下の場合はＣ評価以下とする

評価工種 ： 電気・機械設備工事

・部品の品質、性能が証明書等で確認できる。

・機器の品質、機能、性能が成績書等で確認できる。

・溶接管理が設計書のとおり実施され、内容が確認できる。

・塗装管理が設計書のとおり実施され、内容が確認できる。

・製品の機能、性能管理が設計図書のとおり実施され、内容が確認できる。

・設備の総合機能が設計図書のとおり確保され、内容が確認できる。

・品質管理及び記録の整理に創意工夫が見られる。

３．出来形及
び

　出来ばえ

Ⅱ品質

・品質や性能確保のための製作着手前の技術検討が充分実施され、内容が確認できる。

・材料の品質照合がﾐﾙｼーﾄ等（現物照合を含む）で確認できる。

・操作制御関係が、所定の機能を有しているとともに、必要な安全装置、保護装置の機能が確認できる。

評　価　対　象　項　目
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検査員（電気・機械）検査成績評定項目別評定表【検査員】

ａ 出来ばえが適切である。（ﾁｪｯｸﾘｽﾄの評価値が90％以上）

ｂ 出来ばえがほぼ適切である。（ﾁｪｯｸﾘｽﾄの評価値が80％以上90％未満）

ｃ 他の事項に該当しない。（ﾁｪｯｸﾘｽﾄの評価値が60％以上80％未満）

ｄ 出来ばえがやや不備である。（ﾁｪｯｸﾘｽﾄの評価値が60％未満）

ｄ 出来ばえが不備であり、検査員から文書による改善指示等を行った。

（不用欄は斜線消去）

細　　　別
番
号

評
価

備　　　　　考

9-1

9-2

9-3

9-4

9-5

9-6

9-7

9-8

9-9

9-10

9-11

　 ① 評定表は、共通仕様書、契約書等に基づき適切に施工されているかを監督員等が確認する。

　 ② ﾁｪｯｸ欄では、書類もしくは現場等で確認した内容がＯＫであれば□にﾚﾏーｸを記入し、ＯＫでなければ、備考欄に指示事項や是正状況等を記入する。

対象評価項目数 削除項目のある場合は削除後の評価対象項目数を母数とする。

評　　　価　　　数 評価値（　　　　％）＝（　　　）評価数／（　　）評価対象項目数（小数点第１位四捨五入）

評　　　価　　　値 なお、削除後の評価対象項目数が２項目以下の場合はＣ評価以下とする

評価工種 ： 電気・機械設備工事
３．出来形及

び
　出来ばえ

評　価　対　象　項　目

Ⅲ出来ばえ

・構造物とのすりつけが良い。　　　

・溶接、塗装、組立等細部に渡る配慮が良い。

・全体的な取扱いがしやすい。

・製作上の補修痕跡がない。

・異常な振動、騒音がなく、動きもスムーズで、総合的な機能、運転性能が優れている。

・仕上げ状況が良く、全体的な美観に優れている。

・主設備、関連設備、操作制御設備が全体的に統制されており、運転操作性が優れている。　　

・出来ばえに関し、創意工夫及び熱意が見られる。

・公共物としての安全、環境、維持管理等への配慮が良い。　 

・公共物としての安全、環境、維持管理への配慮が良い。

・構造物等にきめ細やかな施工がなされている。

検査員（解体）検査成績評定項目別評定表【検査員】

ａ 品質管理が適切である。（ﾁｪｯｸﾘｽﾄの評価値が90％以上）

ｂ 品質管理がほぼ適切である。（ﾁｪｯｸﾘｽﾄの評価値が80％以上90％未満）

ｃ 他の事項に該当しない。（ﾁｪｯｸﾘｽﾄの評価値が60％以上80％未満）

ｄ 品質管理がやや不備である。（ﾁｪｯｸﾘｽﾄの評価値が60％未満）

ｅ 品質管理が不備であり、検査員から文書による改善指示等を行った。

（不用欄は斜線消去）

細　　　別
番
号

評
価

備　　　　　考

8-1

8-2

8-3

8-4

8-5

8-6

　 ① 評定表は、共通仕様書、契約書等に基づき適切に施工されているかを監督員等が確認する。

　 ② ﾁｪｯｸ欄では、書類もしくは現場等で確認した内容がＯＫであれば□にﾚﾏーｸを記入し、ＯＫでなければ、備考欄に指示事項や是正状況等を記入する。

対象評価項目数 削除項目のある場合は削除後の評価対象項目数を母数とする。

評　　　価　　　数 評価値（　　　　％）＝（　　　）評価数／（　　）評価対象項目数（小数点第１位四捨五入）

評　　　価　　　値 なお、削除後の評価対象項目数が２項目以下の場合はＣ評価以下とする

３．出来形及び
　出来ばえ

Ⅱ品質

・基礎構造物等の解体に伴う掘削部分の埋戻しが的確に行われている。

・解体撤去後の更地の仕上げ（路盤・舗装・盛土等）の品質が確保されている。

評価工種 ： 解体工事

・処分地および処分の方法が適切で、リサイクル法・廃棄物処理法に合致している。

・解体方法が適切であり、周辺に影響を及ぼしていない。

・解体殻の運搬方法が適切であり、周辺に影響を及ぼしていない。

・築造工作物等の品質が確保されている。

評　価　対　象　項　目
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検査員（解体）検査成績評定項目別評定表【検査員】

ａ 出来ばえが適切である。（ﾁｪｯｸﾘｽﾄの評価値が90％以上）

ｂ 出来ばえがほぼ適切である。（ﾁｪｯｸﾘｽﾄの評価値が80％以上90％未満）

ｃ 他の事項に該当しない。（ﾁｪｯｸﾘｽﾄの評価値が60％以上80％未満）

ｄ 出来ばえがやや不備である。（ﾁｪｯｸﾘｽﾄの評価値が60％未満）

ｄ 出来ばえが不備であり、検査員から文書による改善指示等を行った。

（不用欄は斜線消去）

細　　　別
番
号

評
価

備　　　　　考

9-1

9-2

9-3

9-4

9-5

9-6

　 ① 評定表は、共通仕様書、契約書等に基づき適切に施工されているかを監督員等が確認する。

　 ② ﾁｪｯｸ欄では、書類もしくは現場等で確認した内容がＯＫであれば□にﾚﾏーｸを記入し、ＯＫでなければ、備考欄に指示事項や是正状況等を記入する。

対象評価項目数 削除項目のある場合は削除後の評価対象項目数を母数とする。

評　　　価　　　数 評価値（　　　　％）＝（　　　）評価数／（　　）評価対象項目数（小数点第１位四捨五入）

評　　　価　　　値 なお、削除後の評価対象項目数が２項目以下の場合はＣ評価以下とする

３．出来形及び
　出来ばえ

評　価　対　象　項　目

Ⅲ出来ばえ

・既設構造物とのすりつけが良い。

・出来ばえに関し、創意工夫及び熱意が見られる。

・通りが良い。

・仕上げが良い。

・隣接地等との端部の処理がうまくなされている。

・全体的美観が良い。

評価工種 ： 解体工事
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様式第2号 

明 第       号 

平成  年  月  日 

 

                様 

 

明日香村長             ㊞ 

 

 

建設工事成績評定結果通知書 

 

貴社が受注した下記の建設工事について、明日香村建設工事成績評定要領に基づき評定した結果

を通知します。 

尚、評定結果に疑義があるときは、この通知書を受けた日の翌日から起算して７日以内に村長に

対して書面により説明を求める事ができます。 

 

記 

 

工 事 番 号 平成  年度 第   号 

工 事 名   

工 事 場 所  明日香村大字        地内 

工 期  平成  年  月  日 ～ 平成  年  月  日 

完 成 検 査 年 月 日  平成  年  月  日 

評 定 点                         点 

説 明 を 求 め る 

書 面 の 提 出 先 

〒634- 

高市郡明日香村大字     番地 

明日香村         課・室 

TEL 0744-54- 

FAX 0744-54- 

 

-50-



様式第3号 

明 第       号 

平成  年  月  日 

 

                様 

 

明日香村長             ㊞ 

 

 

建設工事成績評定に係る説明書 

 

平成  年  月  日付けで貴社から説明を求められました評定内容については、下記のとお

り回答します。 

 

記 

 

工 事 番 号 平成  年度 第   号 

工 事 名   

疑 義 に 対 す る 説 明  

 

戻 る
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